
 

 

 

 

 1月19日、北房の自然や歴史の魅力を発信す

るための動画撮影が行われました。真庭市のＳ

ＤＧｓ(国連がうたう持続可能な開発目標)の支援事業を

活用したプロジェクトで、この日は、ホタルっ

子ミュージカルのメンバーがホタルや史跡につ

いて地元の人たちから教えてもらう様子を撮影

しました。動画は2月中に完成する予定で、2

月24日に北房文化センターで開かれる「まに

わ郷育シンポジウム」で披露されます。制作後

は、ＤＶＤを学校や図書館などに配布し、子ど

もたちの歴史学習や北房のＰＲに活用していき

ます。 
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ふるさとの魅力を動画で発信！ 
～魅力発信ＤＶＤ制作プロジェクト～ 

北房振興局からのお知らせや管内のできごとなどを不定期で発信します。 

街並みに新たなスポットを！ 
～空き店舗を活用したゲストハウス～ 

整備中のゲストハウス。白壁と焼杉の趣のある外観です 

▲荒木山古墳での撮影の様子 

自分で採った野菜を天ぷらに 
していただきました▶ 

まにわ郷育シンポジウム -地域の知・史・記を誇りに変える- 

 大谷1号墳発掘調査から30周年、大谷・定古墳群

の国史跡指定から10周年を記念して開かれるシンポ

ジウム。より良い文化遺産伝承の在り方を考えます。 

（入場無料、申し込み不要です） 

 

■日時 2月24日(日) 午後1時30分～ 

■場所 北房文化センター 

○基調講演「地域社会が『つくる』文化遺産」 

  東京大学 大学院人文社会系研究科 松田陽准教授 

○報告「荒木山古墳の謎に迫る！～住民参加型調査の成果発表～」 

  まに大付属ふるさと研究所 楽士 奥田健治さん 

○パネルディスカッション 

  「北房×古墳＝地域の宝～未来に繋ぐ文化遺産～」 

ホタルと自然環境
について教えても
らう子どもたち▶ 

 北房まちづくり株式会社が、呰部商店街の空き

店舗を活用してゲストハウスを整備しています。

農泊推進の一環で、北房への観光客呼び込みの拠

点と位置付けている商店街に、新たな機能が加わ

ります。このゲストハウスは10人程度が宿泊でき

る施設で、4月にオープンする予定。高速バスや

路線バスが発着する呰部から人を呼び込み、北房

全体の活性化を目指します。 
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